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ヨーロッパにおいても、昨今ではより自然な仕上がりを求める美容治療がトレンドとなっている。ヒア

ルロン酸注入においては Resilient（高弾力性）の新型ヒアルロン酸を用いることで過剰注入を避け、よ

り自然な効果を出すテクニックを紹介する。また、ヨーロッパにおいて患者からの要望が多い、手の若

返りの効果的な治療方法を紹介する。トータルアンチエイジングを実現するにはヒアルロン酸注入、メ

ソセラピー、ピーリングなどの方法を組み合わせて、一早く老化の兆候を防ぐことがポイントとなる。

※ 本学会の共催セミナーは整理券制です。共催セミナー整理券配布所にて、整理券を配布いたします。
　【配布場所】：大阪国際会議場　5Ｆ　ロビー
　【日時】：5月27日(日) 8：00～11：30
＊セミナー開始5分後に無効となりますのでご了承ください。
＊各セミナーには整理券をお持ちの方から優先的にご入場いただきます。
　定員になり次第、各セミナー会場のご入場を終了としますので、予めご了承ください。


